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は
存
在
す
る
が
、
経
験
則
に
反
し
た

取
引
が
あ
っ
た
場
合
に
、
税
理
士
の

事
実
認
定
や
経
営
者
の
心
に
ベ
ル
ト

を
か
け
る
指
導
の
あ
り
方
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
間
接
証
拠
か
ら
要
件
事
実

を
推
認
す
る
場
合
の
事
例
で
す
。
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小
林　

次
は
、
立
証
責
任
は
被
告

に
あ
る
と
さ
れ
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高
橋　

ま
ず
、
税
理
士
法
の
改
正

の
変
革
で
す
が
、
昭
和
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具
体
的
な
証
拠
に
基
づ
い
て
そ
の
有

無
を
認
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

直
接
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
で
き
な
い

場
合
に
は
、
複
数
の
間
接
事
実
を
積

み
上
げ
て
事
実
認
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
内
部
文
書
等
を

証
拠
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
成
立

や
内
容
の
真
実
性
が
揺
ら
が
な
い
よ

う
作
成
者
や
作
成
時
期
等
を
的
確
に

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

巡
回
監
査
に
よ
っ
て
証
拠
の
収
集
・

保
全
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
巡
回
監
査
は
会
計
事
務
所
に

よ
る
事
実
認
定
作
業
で
、
収
入

ゔ
り

場
体


